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2022 年 12月期 第 2四半期決算説明資料 

 

2022 年８月５日に開催しました当社第 2四半期決算説明会につきまして、当日のご説明内容を

書き起こしとしてまとめましたので、添付の通りお知らせします。 

 なお、本開示は、市場参加者のご理解を一層深めることを目的に当社が自主的に実施するものです。

決算内容の詳細については、下記の決算短信および決算補足資料をご覧ください。 

また、一部ご説明内容につき、ご理解いただきやすいよう、加筆・修正を行っております。 

 

（ご参考） 

・2022 年 12月期第２四半期決算短信〔日本基準〕(連結) 2022年８月４日公表 

・2022 年 12月期 第２四半期 決算補足資料 2022 年８月５日公表 

 

以上 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GMO アドパートナーズ株式会社 

2022 年 12 月期第 2四半期決算説明会 

 

2022 年 8月 5日（金） 

登壇：代表取締役社長 橋口 誠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

まず始めに、収益基準の変更についてご説明いたします。 

 

当社では今期より、「収益基準認識に関する会計基準」を適用しております。 

旧基準の売上高と、新しい基準の売上高では、大きな差分が出てしまうため、 

旧基準の売上高を「取扱高」として、前年と比較しやすいようこちらの資料では

記載しております。 

 

新基準での売上高については、商材によって計上方法が異なり、自社アドテク

商材や自社運用型のアフィリエイト広告などの取り扱いについては、グロス計上

の「自社企画サービス」、それ以外の取引についてはネット計上の「代理提供サ

ービス」と分類しております。  
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決算                        

商材  高

当社  料
（  益）

     

当社  料
（  益）

     
商材  高

          

当社  料
（  益）

2022年12期                   

            

            

（ ）
・当社は2022年12月期第1四半期より「収益認識に関する会計基準」（企 会計基準第 29号） を適用
・それに い、グロス(旧基準の売上高)を「取扱高」として記載
・よって、「取扱高」は会計   による  を  た正式な  ではない参考 です。

       



 

 

それでは、2022 年上期の決算サマリについてご説明いたします。  

 

第２四半期累計の営  益は、５億２千２百万円と、前年同期比

138.8％となりました。 好調に推移し、大幅な増益で前半戦を終えることが

できました。  

 

この 績好調を  まして、営  益の通期予想に対する進捗率が96.8％

と、上期時点で大幅に予想を上回ったため、昨日、通期 績予想の修正を 

発表させていただきました。  

 

詳細については次のスライドでお話します。 

 

 

 

 

 

決算   第2四半期 決算   

前年同期比で好調に推移
期 予想に対し     で進捗、
通期 績予想を上方修正

2022年1-6月 実績

 22    

前年同期比

1     

 半期
    



 

 

こちらが 績予想の修正内容です。  

営  益・経常 益・最終 益につきまして、期 の通期 績予想を上方

修正いたしました。 

 

各段階 益をそれぞれ 10%程度上乗せし、  

営  益は６億円に、 

経常 益は６億３千５百万円に、  

最終 益は３億８千５百万円とさせていただきました。 

  

 益率の高い自社企画サービスが 績を ん引している状況から、  

売上高については据え置きとしております。 

 

 

 

 

 

 

 

決算    期         

自社企画サービス

好調により 益率 上

 益予想を上方修正



 
 

続いて、通期 績予想に対する進捗がこちらになります。  

修正後の 績予想に対する進捗は、 

●取扱高  ５４.８％  

●売上高  ５５.９％  

●営  益 ８７.１％  

●経常 益 ８５.９％  

●最終 益 ７６.3％ となりました。 

 

第３四半期以降については、自社商材のさらなる強化のため、 財採用や 

システム開発などに対する投資を実施する予定です。 

来年、再来年と成長を継続してい るよう、投資項目を吟味しながら進めてま

いります。 

 

 

 

 

 

決算    期          
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では続いて、決算の詳細についてお話してまいります。 

 

 
 

まず決算概要です。 

 

 

 

  決算   

  決算  

      

 

  決算  



 
 

2022年第2四半期単体の 績について、 前年と比較してご説明申し上げ

ます。 

前年の売上高については、収益基準の変更があったため、取扱高の欄に記載

しております。 

ご覧の通り、すべての項目で前年を上回っております。旧基準の売上高である、 

取扱高は、117％の９７億３千５百万円、 

営  益は   164. 1%の２億１千９百万円、  

経常 益は、137. 9%の２億１千３百万円、  

四半期純 益は、102.4 %の９千６百万円 となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

決算  第2四半期 決算  

前年同期比

1   1 

前年同期比

1     

    

    

（ ）収益認識基準の変更のため、前年の売上高は取扱高の欄
に記載しております。

（ ）



 
 

続いて 2022年第 2四半期累計の 績について、前年と比較してご説明 

申し上げます。 

 

取扱高は、106.4％の１９１億６千８百万円、 

営  益は、138. 8%の５億２千２百万円、 

経常 益は、131. 9%の５億４千５百万円、 

四半期純 益は、112.6%の２億９千３百万円となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

決算  第2四半期  決算  

前年同期比

1     

    
前年同期比

1 1   

第２四半期 累計

    

（ ）収益認識基準の変更のため、前年の売上高は取扱高の欄
に記載しております。

（ ）



 
 

次に、営  益の推移についてご説明いたします。 

ご覧のグラフは四半期ごとの営  益推移です。  

こちらに記載のとおり、今期の第 1四半期・第 2四半期は  

20 年・21 年を大きく上回る着地となりました。  

この上期のトピックスとしては、自社企画サービスに分類される商材が好調に 

推移したことです。  

 

詳細については後ほどお話いたします。 
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決算         四半期 

前年同期比1   1  

（百万円）

自社企画サービスが好調



 
 

続いて、取扱高の推移ですが、 前年同期比 117％となり、こちらも第 2 

四半期については過去 2年を上回る推移となっています。 

  

新型コロナウイルスによる行動自粛の緩和で広告需要が拡大する 種の 

お客様へ提案を積極的に行ってきたことが実績につながったと考えております。 
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決算        四半期 

（百万円）

行動  緩和による

広告需要の拡大を   

営  動を積極的に 開

前年同期比11  0  



 
 

配当につきましては、通期 績予想をクリアし、 

６期連続の増配をめざしております。 
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決算      

６期連続

増配を計画



 
 

連結損益計算書につきましては、こちらに示した通りでございます。 

先ほどお話した収益基準変更の影響を  る項目も多く、 前年との比較が

難しくなっておりますが 績は好調に推移しています。 
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決算       算 

 績好調

収益基準変更により
前年同期比に

大きく影響

（ ）売上高に関しましては、収益認識基

          
        

・売上高
・売上  
・売上  益率
・   率
・営  益率



 
 

続いて、連結貸借対照表についてですが、 

純資産比率は４4.6％となっており、健全な財務体質を維持しております。 
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決算         

純資産比率

40％ 

健全な財務体質を維持



 
 

続いて、セグメントごとの 績と事 トピックスをご紹介いたします。 
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まず、セグメント別の  の推移です。 

赤いグラフがエージェンシー事 、青いグラフがメディア・アドテク事 となります。  

エージェンシー事 については、 

行動  緩和により増加した広告需要を取り めたことや、 

自社運用型のアフィリエイト広告が ん引し、  が大きく増加しました。  

メディア・アドテク事 については、 

ライフスタイルメディアのmichill byGMO の広告事 が好調に推移したことで

前年を上回り、増加しました。 
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               四半期 

       

         

（百万円）

前年同期比110   

前年同期比120   



 
 

続いて、セグメント別の営  益の推移についてです。  

エージェンシー事 については、 

自社企画サービスのシェアが上がることで 益率が 上いたしました。 

メディア・アドテク事 については、 

メディア事 が  を大きく伸ばしたものの、事 拡大に  た採用などコスト

の増加があり、第 2四半期については減少となりました。 
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                 四半期 

前年同期比1   1 

前年同期比     

       

         

（百万円）



 
 

次に商材比率についてお話いたします。 

グラフは当社の商材別の  の構成比となります。 

青いグラフが自社企画サービスで、直近第２四半期では68％となっております。 

自社企画サービスについては、独自の強 であり、 

競合との差別化のできる商材ととらえ、引き続き 力してまいります。 
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                     四半期 

自社企画サービス比率

 調に成長   ％

当社商材別の  推移

（自社企画サービス比率）



 
 

続いてセグメント別の資料となります。 

エージェンシー事 の商材別の  推移についてご説明いたします。  

赤いグラフが自社企画サービスとなっており、 成長していることがお分かりになる

と思います。 
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エージェンシー事 の商材別  推移

（2021年 1を100とした場合の  表示）
自社企画サービスを  に
事 全体が 調に推移

        

・運用型アフィリエイト広告
・クリエイティ   
・  ン ーン企画
など

前年同期比 132%
(自社企画サービスの )

 内部取引 加味しておりません



 
 

自社運用型のアフィリエイト広告は、 ランドセーフティ機能と運用ノウハウを 

かし、広告効果を 上させることで、 取り扱いが増加し、  は昨年を大きく

上回りました。 

当社では、以前からアフィリエイト広告の運用体 強化を行ってまいりました。  

これらの取り組 の結果、広告効果の改善・ 上につながり、 

また新しいクライアント様とのお取引につながり、 事 が成長しております。 
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アフィリエイト広告の  推移

（2021年 2を100とした場合の  表示）

アフィリエイト広告の
 ランドセーフティ機能と
運用体 の強化により
広告効果が 上



 
 

続いて、先日プレスリリースを出したメタバースに関する取り組 についてご紹介

いたします。 

 

エージェンシー事 を担う GMO NIKKO社が「GMO メタバースラボ」を設立し

ました。 

GMO NIKKO は、インターネット広告事 に加え、GMO インターネットグルー

プの NFT マーケットプレイス「Adam byGMO」の代理店として NFT 事 にも

携わっています。 

その知 を かし、メタバース空間上での、マーケティング 動の支援や EC 構

築支援、 NFT  用のコンサルティングなどを行っていく予定です。  

今後お客様へのソリューション提供や生 者の方々への新たな体験を提供で

きるよう取り組んでまいります。 
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GMOメタバース ラボ設立

インターネット広告事 やNFT事 の知 を かし
メタバース事 に参 



 
 

次にメディア・アドテク事 について 

ご説明いたします。  

 

こちらのスライドは商材別の  の推移についてですが、  

michill byGMO を  にメディア事 が好調に推移しております。  

詳細な状況については次のスライド以降でお話いたします。 
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メディア・アドテク事 の商材別の  推移

（2021年 2を100とした場合の  表示） メディア事 を始めとして
好調に推移

前年同期比 113%

        

・自社アドテク商材
（A aN 、R  Mo ）

・メディア事 
(michill byGMO)

(自社企画サービスの )

 内部取引 加味しておりません



 
 

まず、michill byGMO の四半期ごとの  の推移です。  

前年比 5.6 倍と大幅に増加し、前四半期も上回る結果となりました。 

 ージビューや 用者 が増加したことに加え、広告単 が高い水準で推移

したことにより売上が伸びています。 
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ライフスタイルメディアmichill byGMOの  推移

（2021年 2を100とした場合の  表示）

  前年同期比
  1%

広告売上が 1から
好調続く



 
 

次に、MAU（月間 用者 ）と PV（ ージビュー）の推移のスライドに 

なります。 

 

3 月には 1000 万 MAU をマークしました。 

前年と今期の 6月の比較でもMAU・PV ともに 2倍以上になっており、 

高い水準を維持しています。 

引き続きユーザーの皆さまに楽しんでいただ るような記事コンテンツの提供を

行ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

（ ）

                           

月間 用者(MAU) ・ ージビュー(PV） 推移
(単位：千)

ライフスタイルメディア

     

（ ）Googl アナリティクス 計より

 o  
MAU 20 ％
PV 2  ％

（2022年6月と前年6月を比較）



 
 

インスタグラムのフォロワー についてもお話させていただきます。  

 

ファッション、美容カテゴリーの２つのアカウントを運営しており、 フォロワー の 

合計は 6月末時点で約 105万 です。  

このカテゴリーのメディアの公式アカウントでは、国内トップクラスの となります。 

 

今後はフォロワー を増やしていくだ でなく、 

「いいね」など投稿に反応するユーザーを増やしていき、michill byGMO の 

ファンになっていただ るようコンテンツの強化を行ってまいります。  

 

 

 

以上、第２四半期の 績および事 についてご説明させていただきました。 

引き続きよろしくお願いいたします。 

 

2 

（ ）

                           

インスタグラムフォロワー ファッション 
ビューティーカテゴリーで
メディア公式アカウント
国内トップクラス

2019.9 2021.122020.12 2022.6

（ ）michill byGMOのインスタグラムアカウント「 michill o  icial」と「 michill   a ty」のフォロワー 合計（2022年6月時点）

10 万 


